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19世紀 金本位制 金を媒介した為替相場の決定と自動安定。 1887年 金本位制
￡4.25 = 金31.10g = $20.67 　\1≒金0.75g

→兌換銀行券による物価安定。しかし通貨増発できない。 〈図表〉
1929年 大恐慌

↓
1930年代 管理通貨制度 兌換停止＝不換銀行券。通貨増発による不況対策ができる。

為替相場は各国政府が任意に決定。
・英国は1931年7月から兌換停止。米国は1933年3月兌換停止。 1931年 兌換停止
・フランス、スイス、イタリア、オランダなどは1934～36年に兌換停止。
・1934.1 米政府は外国通貨当局には35ドルで金1オンスの交換に応じた。 

↓
為替ダンピングなどによる国際貿易の混乱と縮小 アジアへ軍事侵攻

↓
1944年 ブレトン・ウッズ協定～国際的管理通貨制度
1945年12月 IMF発足 米ドルを基軸通貨とする固定為替相場制　金31.10g = $35 〈図表〉

・ $1 = ￡0.357 = 5.55F = 3.66DM = \360 = ・・・ 複数為替相場制
・為替相場の変更はIMF理事会の承認がいる。 固定為替相場制

　1949年から$1=\360
貿易収支の赤字傾向

＝＞ 国際貿易の安定と拡大　　← GATT 外貨不足
　「国際収支の天井」

1960年代 日欧企業の成長と対米輸出 インフレーション

ベトナム戦争 　　↓
米国企業の国際競争力の低下 貿易収支が黒字へ

↓ └→ 米国企業の現地生産（多国籍化）
↓

ドル危機 米国の貿易収支黒字の縮小 $1=\360を死守

米国からの金の流出 ←← 米国の国際収支の赤字 〈図表〉
　　→ドルと金の交換性への不信（→表） 〈図表〉

1970年代
1971年8月15日　ニクソン・ショック

→金とドルの交換停止、日本への輸入課徴金など
主要通貨が変動相場制へ（緊急に） 8月28日、円が変動相場へ

71年12月　スミソニアン協定。固定相場制の再建
ドル切下げ：金31.10g=$38 円切り上げ： $1＝\308

しかし為替投機は続き、為替市場は混乱
73年2月　金31.10g = $42.22 に切り下げ

↓
1973年から 変動相場制へ 外国為替市場における需要供給により外国為替相場が決まる

2月　イタリア・リラと円が変動相場制に移行 1973年2月変動相場へ
円高へ

1981年 レーガノミクス 高金利によるドル高政策 円安傾向へ

1985年 プラザ合意 ドル高円安の是正のためにG5が協調介入 急激な円高
設備投資の海外流出

文献：「兌換停止」の部分は、三宅『金』岩波新書、39－40頁、92頁。
参考：佐藤隆夫「対外経済関係１--国際金融」　嘉治元郎編『アメリカの経済』弘文堂、1972年。
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